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　フランツ・ヴェルフェルFranz WerfelのBarbara oder Die Frömmigkeit『バ
ルバラあるいは敬虔』は，最初の長編小説Verdi. Roman der Oper『ヴェル
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第 1章　何処から？　何処へ？ 11 頁　　
（地中海を航行する豪華客船の船医フェルディナントの控えめなたたずまい
に，乗船していた 55 歳の作家ソーニンが興味を引かれる）








第 4章　1枚の写真と傷ついた感情 27 頁　　
（船医フェルディナントのもとに母親の昔の写真が送られてくる。その表情
には，いつも自分より乳母に愛着を示した息子に対する不満が浮かんでいる）
第 5章　火をおこす女性 33 頁　　
（バルバラは朝一番に起きて，台所の火をともし，家族の朝食を用意し，暇
さえあれば教会に通う信心深い女性だった）








第 8章　急な目覚め 51 頁　　
（ある晩，一家で地方のホテルに泊まったとき，隣室の大きな物音に目覚め
るフェルディナント。母を挟んで，父が叔父に出て行けと大声を上げていた）
70 文化論集第 54 号
308
第 9 章　チフス 55 頁　　
（冬，母が家から姿を消した後，フェルディナントはチフスにかかる）


























第 16 章　駅での思い 112 頁　　
（バルバラの郷里から再び街に戻った，ある日の駅の光景）
第 2の人生断片








第 3章　年代記続き 152 頁　　
（シュタイドラーの陰湿ないじめが続き，錯乱したフェルディナントは，軍
事教官に飛び掛って退学処分になり，神学校に移る。14 歳）
72 文化論集第 54 号
310
第 4 章　フェルディナント，街に出る 164 頁　　
（6・7 歳年長のエングレンダーの手引きで神学校を退学し，生活上の援助
を受けて大学で医学を学ぶが，次第に二人の経済事情が苦しくなる）




第 6章　シャンペン 195 頁　　
（列車で移動の途中に寄った兵站地で，ヴァイスと一緒にいくつかのカフェ
に出かけ，相客とシャンペン開けて議論し，酩酊する）
第 7章　瀕死の馬 222 頁　　
（到着した戦地でフェルディナントは，隊長の好意により，電信係となる。
ある日，廐舎に砲弾が落ち，瀕死の馬の惨状を目にする）
第 8章　霧に覆われた景色 231 頁　　
（オーストリアとロシアの激しい砲撃戦の後，夕暮れとともに霧が流れる。
ヴァイスが負傷する）







第 10 章　浴場のマイスター 261 頁　　
（駐屯地に設けられていた軍人用浴場で，フェルディナントは名手による
マッサージを体験する。そのマイスターは，かつて処刑人だったと語る）
第 11 章　軍務規則第 1部，第 14 節，第 97 条，第 708 項 274 頁　　
（敵側への逃亡を企てたとする 3名の砲兵の死刑執行をフェルディナントの
中隊に命ずる書類がその規定条文とともに届く）








第 14 章　前哨，フェルディナンドフカⅢ 316 頁　　
（フェルディナントは，抜き差しならぬ激戦地，フェルディナンドフカⅢに
配され，塹壕戦の苦汁を嘗める。戦場で負傷し，ドイツ兵に救われる）

















































第 8章　雄鶏，アポロ 472 頁　　
（チェコ人の音楽家のアトリエで，ウィーン革命を準備する非合法政治集会










第 10 章　指導者選挙 514 頁　　
（11 月 2 日の戦争記念広場の大集会には，期待されたほどの参加者が集ま
らなかったが，演壇に上がって弁舌を振るった結果，ヴァイスとフェルディ
ナントが革命軍事委員会のメンバーに選ばれる）





第 12 章　流血への叫び 551 頁　　
（ウィーンの軍司令部は，交渉によって赤衛軍の手に落ちる。過激分子が街










第 14 章　群集と唯一者 595 頁　　












第 1章　突然の旅立ち 641 頁　　
（ウィーン 11 月革命から約 3年後の夏，フェルディナントは大学に戻り，
医者の道を歩んでいる。彼には大学生の恋人マリーがおり，医学博士になっ





































の Die vierzig Tage des Musa Dagh『モーゼ山の 40 日』や 5 部構成の Das 











場するのは主に第 1の人生断片であり，それ以外は第 2の人生断片第 3章で主
人公が寄宿舎から久しぶりに訪ねていく件
くだり
と同じく第 2の人生断片第 15 章で















































































を主張し続けたように思われる。その確信は 1926 年の劇 Paulus unter den 
Juden『ユダヤ人の中のパウロ』にも，また 1935 年の劇Der Weg der Verhei-
ßung『約束の道』にも，さらにその 1937 年の長編小説『エレミア　その声を









は，Die Geschichte des Kaplans vom wiederhergestellten Kreuz「作り直され































































えて，今や…中欧時刻 12 時 35 分に，ヴェルダン防御陣地の塹壕の間のあのあ
たりまで達して，…」
　文中ベネディクトと書かれている法王は，時の法王ベネディクト 15 世であ










86 文化論集第 54 号
324
Jungk : Franz Werfel. Eine Lebensgeschichte. Frankfurt 1987 S. 210）。そうで
あるとすれば，キリストとユダヤとの共存という作家の思いは，『バルバラあ
るいは敬虔』の舞台となった第 1次大戦中も，この小説執筆直後のアルマとの
結婚後も，またこの日記メモを書いた第 2次大戦中も不変だったと言えるであ
ろう。カトリック信仰には限りなく近づきつつも，ユダヤ人とその宗教を決し
て見捨てないというのが，生前の彼のぎりぎりの一線だったのである（しかし
ヴェルフェルにはアルマの意志によって死後密かに洗礼が施されたとも言われ
ている）。
